
松
嶋
夜
話 

巻
之
下 

３
０ 

 [

原
文]

佛
世
只
命
終 

[

訓
読]

佛
の
世
に
は
只
だ
命
終
る 

 [

原
文]

陰
有
遺
付
記
莂
耳 

[

訓
読]

陰
か
に
遺
付
記
莂
有
る
の
み 

 [

原
文]

往
古
如
雲
門
得
法
於
陳
尊
宿
也 

[

訓
読]

往
古
に
は
雲
門
の
法
を
陳
尊
宿
に
得
る
が
如
し 

 
 

 

※
陳
尊
宿…

黄
檗
希
運
禅
師
の
法
嗣
で
あ
り
、
雲
門
文
偃
禅
師
を
開
悟
さ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
陳
尊
宿
は
、
唐
代

中
期
の
人
で
あ
る
が
生
没
年
と
生
地
は
不
詳
、
俗
姓
は
陳
氏
、
法
名
は
道
明
あ
る
い
は
道
蹤
。 

 [

原
文]

近
世
往
往
急
於
求
嗣 

[

訓
読]

近
世
は
往
往
に
嗣
を
求
む
る
に
急
ぎ
て 

 [

原
文]

效
庸
俗
之
所
爲 

[

訓
読]

庸
俗
の
所
爲
に
效
ふ 

 [

原
文]

而
勢
利
相
傾
名
位
相
勝 

[

訓
読]

而
し
て
勢
利
相
い
傾
け
、
名
位
相
い
勝
つ 

 [

原
文]

僉
習
之
曰
益
乎 

[

訓
読]

僉
な
之
に
習
う
、
益
と
曰
ふ
や 

 [

原
文]

故
中
峯
痛
判
斷
之 

[

訓
読]

故
に
中
峯
痛
く
之
を
判
斷
し
、 

 [

原
文]

擧
月
堂
日
中
灌
瓜
之
喩
石
室
鑽
腋
插
羽
之
譏 

[

訓
読]

月
堂
日
中
に
瓜
に
灌
ぐ
の
喩
、
石
室
腋
に
鑽(

う
が)

ち
て
、
羽
を
插
む
の
譏
り
を
擧
ぐ 

 
 

 

※
石
室
善
玖1

2
9

4
−
1

3
8

9

鎌
倉-

南
北
朝
時
代
の
僧
。…

永
仁2

年
生
ま
れ
。
臨
済(

り
ん
ざ
い)

宗
。
文
保2

年
元
に
わ
た
り,

古
林
清
茂(

く
り
ん-

せ
い
む)

の
法
を
つ
ぐ
。
帰
国
後,

京
都
天
竜
寺,

鎌
倉
円
覚
寺,

建
長
寺

の
住
持
を
つ
と
め,

永
和
元=

天
授
元
年
武
蔵
岩
槻
の
平
林
寺
の
開
山(

か
い
さ
ん)

と
な
る
。
康
応
元=

元
中

6

年9

月2
5

日
死
去
。9

6

歳
。
筑
前
出
身
。
法
名
は
「
ぜ
ん
く
」
と
も
よ
む
。 

   



[

原
文]
只
向
山
房
夜
話
詳
焉
則
明
皎
皎 

[

訓
読]
只
山
房
夜
話
に
向
か
い
て
、
焉
を
詳
ら
か
に
す
れ
ば
、
則
ち
明
皎
皎
た
り 

  


